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天文同好転々報

○岡山での纏會
　削る四月十日S十一日劃こ匡，いよいよ岡

山に於いて本會の定期穂會が開かれろ。決定

し7：プロケラムに，

四月十．冝i土哩）

　午後一一一Eiから四時まで一一一一一一一一天田講習會

　午後七av一一一大講演倉及び天燈麹測會

四月十一日（日曜）

　午前八時から十一時まで一講習會の績き

　午煎十一時一同好書評議員會

　午後一時一同好會定期纏綿

　午後四蒔一記念晩餐會

　午後八時一學術講演會及び天匿観測會
　又，此日に終日天文展賢會があろ。

．三所に，晩餐會の外に，皆，岡山市立商業照

校である。

　上記の中で，

天文購習癖馬之れが岡山での第四圃講脅會

　であって，今回匡下の主題である。

　　題「太陽釧工何ぞpl　　山本理學博士

　時間［工十日の午後S十一日の午前¢にわ7こ

　つて黒部六時間である。昨今，太陽の黒貼

　活動が腫大し，世人の注意を惹いてみる問

　題であるから，此の講脅會に薩かに盛大な

　ものであらう。太陽に關する纏っナこ知識葎

　得るにに紹好の好機であろ。

　會費金時圓（但し同好會員に金壷圓），學生

　に牛額〇四月五日までに岡山市門田二十一

　の水野千里氏あて申込まれナこし。

　此の講習の綱目1コニ本誌第2＝13ffゐbp見られよ

囲月十日夜の大講演倉にに

　　L科學の本四」　京大助教授荒木理三士

　　L日月の蓮動」　京大助教授上田理學士

　庇の會の後，空が晴れてみれば，戸外で天

　膿の目地観測な行ひ．山本，上田，荒木，

　中村，宮原，：水野，奥田の諸氏の指導があ

　ろ筈。月が無いので・土星が最も美しぐ見

　え．るでめらう。

響F議員會ぱ・同好會に評議員制度が出來て，、

　始めての會合であるが，會の経螢や將來の

　獲展策に．ついて諸種の事が議ゼられ，又・

　其の日の午後の纏會に提出されろ諸議案の

　審議が行i工れる筈。

定期塞出には例によって過去一年間の

　1。倉務報告

　2。會計報告
　があり，術

　3．規則の改正

　4・新事業の計書案

　5．　諸種の決議案

　等が議ぜられるピ共に・最後に

　6．幹部の改選

　もあるわけであろ。此の纏會席上でltu一
　般の會員糞ちから，會の肇め，有らゆみ庸

・望や注文や忠告なごが望ましいこtである

　し叉，各地に設定されるべき天文璽の件

　も何等かの決定がなされろであらう。

記念晩餐會に，聞く所によれば・蓮來の同好

　珍客に謝すろ岡山支部からの招待である。

四二十一日夜の學術講演會にに

　L天丈二三鏡定其の製作法1　　中村野墓

　L人生哲學ビしての天文學「　　山本子馬

　があり，伺，其の夜も，晴夜ならば，齪測

　會が催されるであらう。

天友展覧倉に各地より集められ力天文圖書や

　模型の陳列が主であろが，若干の器械なご

　も搬入されろであらう．から，今日の天丈學

　界の歌況；楚表にす有盆なもの亡なるだらう

爾，此の機會に，岡山縣下ごしてに

四月入日（木曜）午後二時から，津山支部の斡

　旋で，・．山本博士の天丈講演會「天丈の興味」

　が津山高等女學校講堂に於いて催され，又・

；其の夜午後七時から十蒔まで・同博士た中心

　建し不第一回津山：琴女講習會「鷹用天丈學」

　が同地郵書館内で開かれる筈。會費v其の

　他詳細の事は岡山縣苫田郡津山町大字山下

　の森本慶三氏に問合にされブこい。叉，

四月九日（金曜）午後二時からに，．岡山縣倉敷

　町小學校旭町校舎に於いて，山本博士の講

　演會（題ば「天丈學の今昔」）がある筈。

蓮來の同好禽員力ちのために・岡山市内に適

當な族館が指定される筈である。希墓者1工岡

山市門田二十一の水野幹事に申込まれナ；しC
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t－Tum－t　＋．
奨嬰塁署岩「太陽～主ぽ何ぞや」

　　　　　　　　　　　山本理學博士述

　　　　　　　要：　　綱

1．モデル天目建しての太陽

　　　イ．其の運行

　　　　　　準夜ピ時刻

　　　　　　季節亡暦法

　　　ロ．其の距離芝大き冬

　　　　　　太陽の距離亡其の測定法

　　　　　　太陽の大きさt其の論箏史

　　　ノ、．　日食ミ用言虫

　　　二・其の光力ご熱度

　　　　　　日光の強さ

　　　　　　高熱ピ其れに署すろ諸問題

2．物理學教室Sしての太陽球

　　　1・太陽の化學分析

　　　ロ・太陽の物理講造

　　　　　　太陽の縦平面

　　　　　　物質定其の蓮動

　　　　　　超即下室川構造

　　　ノ・・光球の實相

か

A．

彩球ぜ紅焙

aロナの神秘相

太陽黒黙の研究

共の薮ピ形1，11

其の週期攣動

其の蓮華ミ太陽白轄問題

其の化學

其の物理

黒黙製造法

3．人生ヒ關毒する太陽の諸相

イ．

口．

ノ、▼

二．

ホ．

へ・

神としての太陽

加更亡しての太陽

大親定しての太陽

支配者こしての太陽

教師tしての太陽

「太陽た射る一者」の設備

　以　　　一L

lO東京支部よリ

レ常地尻土曜映かさ輸下して自判す
三一募集についてもやつきSなって居ります

・が・多忙のため詳細御報告な致さすに居りま
1す。昨一．一　Uよ広漠噺聞主催の。ド。ts

萱會内1：四肇の望遠鏡准持ち出し，太陽槻測

な公開し，日々新聞の好意により，印刷して

貰つカビラな三萬枚，向ふ十四日間に配布す

る考へですから，多数の同趣点者な登冒し

會員Sするこ亡が出來ようかご思って居りま

す〇

　三月にに婦人見學團（東日の）の天髄齪測會

het一夕，新聞杜の櫻上で催しナこいミ思って

居ります〇四月か五月はに御茶の水教育博物

館に於いて天丈展賢會潜催ふしv（itt，會員

中にて話し合って居ります。今少し具盟的に

成りまけこらば御指圖な願ふこSl二致します

（二月二日，五藤）

o二二より
（前略）去る一・月二卜三日夕の當地の天文の會

は實に意外なる二二［：て候ひし由にて，青年

會からも．井上氏からも，私へ喜んで下され

私も本統に何所へ御窟な申上げて好いのか分

りまdんでした。（後略）一支部の一會員より

O囲山支部一月蓮信

1．天界研究會九日宮原幹事宅で開催

2．天盟観測會

　a．　三日徳吉町総會の際太陽の黒貼な観測

　　　しナこ。

　b．　十四日支部で日食な魏測。

　C．　二十三日午後六時三十分から，姫路師

　　　範學校々庭で，天燈槻測會が開催され

　　　7二〇これば同地方の熱心の會員大西に

　　　つゑ，會員岡田幸雄雨氏の斡旋によっ

　　　て，同校の四吋望蓮三々中心［：催され

　　　71もので，姫路で最初の試みであっ．た

　　　　フk里｝幹事：匡三ロナ望山霊尭を手寺塗…して，．』

　　　これな慮援しプ：。

　d．　二十pq日石倉少佐宅で，黒黒占の親測7in

　　　した0

3．例會　二十四日午後七時から，岡山市立

　　商業學校で，例會を催し水野幹事の講演

　　があったのち，若干の天盟な観測し1：0
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。満洲三部

大正柾年一月二＋日關三州獅管公學堂に

於て輕便八センチ屈折望遠鏡を以うて太陽黒

黒の凝察存行び四時頃終り，食事…申・留守宅

より性病氣の電話來る。されご午後六時55分

の列車より外に麟宅の道なし。故に此の間の

eVhe利用して金星た観魔ぜしむ。

　電着の時，妻［工既に繹妙貞εなれり。欄く

臨終に午後五時牛ぼりし亡。（中略）妻の往生

々記念するナこめ二二の宣傳に生きんt思ひ立

ちれ。

　一月．四四三日の繭日に亘り8転ンチ鏡た以

て安奉線太平湖ll、學校に於いて太陽黒黙及金

星の一般襯面々画し頗る大盛會に候ひ毎

。札幌に於ける黄道先蔵匿。

◎一月五日午後六時前後美しい黄溢光耀認む

　観測躍増島久雄。

◎一月十四日今日ば口蝕であるがあぐまれざ

　る逸ヒ海溢に於て西天な眺めて居りまし’7こ。

　其れに批難にない好い玉響なものですから

　日ば次第に暮れて行きましずこ。次で私の眼

　に映じ7こ口［t美しい黄滋光でしナこ。予測者

　来即勝彦，輻島久雄（別々に観測）

◎二月一日毎日の様に降りり㌢いて札幌に近

　年にない大雪ヒなりすごO庇の貝【こ限って晴

　れ六が氣温域零下二十度に近かっ六〇操期

　しナこ如く美しい黄道：光が出て居っナこ。．ふる

　へながらマン1・　t：くるまりまついスケソチ

　准しすご。底郎の幅に十五度位，高さは四十

　五度位あっナこ。底部の中央に魚座の圓い星

　群がいつもピ．同じ様にぎらついて穿つずこ。

　僧階時間幽暗孕より七時孕頃迄，潮思者，

　来田勝彦。

O友を求む

僕ほ天文同好の士為求むる事切なろ者であり
ます。

若し當地の方にして岡好の士為求めて本郡に
問合ぜありし揚合ば僕を漏れなく其の方に知

らゼてやって下さい〇

　　　十六薗の黄昏時シ”ウス輝Pく

　　　　　　　南天ズレ跳めり・

　　茨城縣那珂郡中野村柳澤　助川武夫拝

　天文同好會規則（大正十四年十月）

第一條　此ノ會y天文同好會｝云フ

第二條　趾ノ會日天文學ノ了解デ甦メ兼ネテ

　同二者相互ノ親睦テ檜スノが目的デアル

第三條　事務所チ京都市吉田町京都大學天丈

　豪内二置〃，又會員密集ノ地ニハ支部チ置

　〃事ガア，レ

第四鷹野ノ會ハ其ノ目的ヲ蓬スyV爲今次ノ

　事業チ行フ

　　一．講演（例會毎月一画・纏會年一圃・

　　　　其他臨時會）

　　二，．講習（各地デ臨蒔二開〃）

　　三，雑誌厨書ノ出版（難誌ハ月一圃會員

　　　　内山無代三布，圖書ハ随時）

　　四，實地観測（第一部啓嚢的，甲観望・

　　　　乙見張，第二部硯究的，甲流星．乙

　　　　愛光星，丙彗星、

第五條此ノ會ノ月的二賛同ス占者・・誰デモ

　古跡ニナレIV

　　但シ會費トシテ毎月金五拾銭ノ割デ，成

　シベ〃孚品分又ハ其ノ倍数ヅツチ前金デ納，

　入スルづト

　申込ノ際藍鼠所職業止年チ説入セラvタイ

第六條本心ノ経費ヂ支持スrレ趣意デ毎年金

　威拾圓以上ヲ酵出ス，レ者チ維持會員トス）t’

第七條　ny時金壼出門以上チ寄附スシ者及ビ

　會員五十名以上チ紹介シタル者及総會ニテ

　特二推學セラVタ者チ名三二員トス）1■

第八條　趾ノ會ノ幹部・・次ノ通り

　　　幹事　三名　　會計　一名
　　コ治ノ幹笥ζノ、維L會デ選碧墨セラソル者デ任期

　　ハーク年
第九條　疵ノ會二野議員門出名チ置キ，幹部

　ノ相談枳手トナ，ン

第十條　幹部ハ幅員ノ中カラ次ノ係りチ指名

　　電導スル

　　　講演係一名，編輯係三顧，凝測係一名

　　　霧翼係一名

　天文同好會大正十四年度幹部
　　　　幹　事　　　　山本一清

　　　　　同　　　　　上田　穰
　　　　　同　　　　　蛇木稜馬

　　　　會　計　　　　竹内忠治


